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平
成
23
年
４
月
か
ら

　
第
２
次
常
陸
大
宮
市
行
政
改
革
大
綱
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

市
で
は
、
平
成
18
年
３
月
に
常
陸
大
宮

市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
始
め
、
事
務
事
業
の
見
直

し
に
よ
る
効
率
的
な
行
政
運
営
な
ど
、
一

定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
が
、
地
方
分

権
の
流
れ
は
さ
ら
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

全
国
的
な
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
厳
し

い
財
政
状
況
に
対
応
し
、
総
合
計
画
の
具

体
的
な
事
業
推
進
を
図
る
た
め
、
第
２
次

常
陸
大
宮
市
行
政
改
革
大
綱
及
び
第
２
次

常
陸
大
宮
市
行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画

（
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
27
年
度
）
を
策

定
し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

第
２
次
常
陸
大
宮
市
行
政
改
革
大
綱
で

は
、
基
本
目
標
に
「
自
立
と
、
協
働
に
よ

る
行
政
経
営
の
確
立
」
を
定
め
、
行
政
運

営
か
ら
行
政
経
営
へ
の
転
換
を
目
標
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

な
お
、
基
本
目
標
を
実
現
す
る
た
め
、

５
つ
の
基
本
方
針
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

基
本
方
針
１

　
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　

地
域
の
個
性
や
特
色
を
生
か
し
た
、
地

域
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
市
民
と
行
政
の
役
割
分
担
を
明

確
に
し
、
市
民
と
行
政
に
よ
る
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

［
ま
ち
づ
く
り
提
案
制
度
の
創
設
］

　

市
民
か
ら
ま
ち
づ
く
り
等
の
提
案
を
公

募
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
参
画
・
市

民
と
の
協
働
体
制
の
確
立
を
図
り
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

［
市
民
満
足
度
調
査
の
定
期
的
な
実
施
］

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
る
市
民
満
足

度
調
査
を
実
施
し
、
市
民
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
意
向
を
把
握
し
、
行
政
運
営

に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

基
本
方
針
２

　
効
果
的
・
効
率
的
な
事
務
事
業
の
推
進

　

新
た
な
行
政
課
題
や
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
に
積
極
的
に
対
応
し
、
最
少
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
、
積
極
的

に
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
簡
素
で

効
率
的
な
行
政
経
営
を
推
進
し
ま
す
。

［
事
業
別
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の
作
成

・
公
表
］

　

人
的
サ
ー
ビ
ス
や
給
付
サ
ー
ビ
ス
と

い
っ
た
資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
、
ど
れ
だ
け
の
コ
ス

ト
が
掛
か
っ
て
い
る
か
を
把
握
し
、
コ
ス

ト
意
識
の
醸
成
と
市
民
へ
の
説
明
責
任
を

果
た
し
ま
す
。

［
人
件
費
の
抑
制
］

　

平
成
22
年
度
を
初
年
度
と
す
る
定
員
適

正
化
計
画
に
基
づ
き
、
適
正
な
組
織
の
維

持
と
必
要
最
小
限
の
職
員
採
用
を
計
画
的

に
実
施
し
ま
す
。(

平
成
27
年
４
月
１
日

ま
で
に
職
員
を
56
人
削
減
）

基
本
方
針
３

　
自
立
し
た
財
政
基
盤
の
確
立

　

将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
行
政
経
営

を
行
え
る
よ
う
企
業
誘
致
の
推
進
と
市
税

等
の
自
主
財
源
の
確
保
に
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

　

ま
た
、
中
長
期
的
財
政
展
望
に
立
っ
た

財
政
収
支
見
通
し
を
作
成
し
、
市
債
の
発

行
を
抑
制
し
つ
つ
効
果
的
な
財
政
運
営
に

努
め
ま
す
。

［
収
納
対
策
の
強
化
］

　

受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ
き
、
市
税

等
の
収
納
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

［
遊
休
財
産
の
処
分
］

　

売
却
可
能
な
遊
休
財
産
（
未
利
用
地
）

の
売
却
処
分
を
行
い
ま
す
。

基
本
方
針
４

　
新
た
な
行
政
需
要
に
対
応
出
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
執
行
体
制
の
確
立

　

簡
素
で
効
率
的
な
組
織
を
基
本
に
、
市

民
に
分
か
り
や
す
く
、
機
能
的
な
組
織
体

制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
出

来
る
行
政
経
営
を
推
進
す
る
た
め
、
職
員

の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

［
効
率
的
な
組
織
機
構
の
見
直
し
］

　

定
員
適
正
化
計
画
を
踏
ま
え
、
組
織
機

構
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
ス
リ
ム
で
効

率
的
な
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を
行
い
ま

す
。

［
人
材
育
成
の
推
進
］

　

人
材
育
成
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
階
層

別
研
修
等
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
階

に
応
じ
た
職
員
の
能
力
向
上
を
推
進
し
ま

す
。

基
本
方
針
５

　
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

　

行
政
手
続
制
度
を
適
正
に
運
用
す
る
と

と
も
に
、
行
政
情
報
の
積
極
的
な
提
供
、

監
査
機
能
の
充
実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

［
施
策
の
把
握
と
推
進
］

　

施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の

意
思
の
把
握
と
市
民
へ
説
明
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
［　
］
は
第
２
次
常
陸
大
宮
市
行
政
改

革
大
綱
実
施
計
画
の
中
で
、
新
規
に
取
り

組
む
事
項
等
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

効
率
的
な
行
政
経
営
に
向
け
、
積
極
的

に
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
■

　
企
画
課　
行
政
改
革
推
進
室

　
　
　
　
　
　
行
政
改
革
推
進
グ
ル
ー
プ

　
　
　
☎
52
ー
１
１
１
１　
内
線
３
２
３

基
本
目
標

自
立
と
協
働
に
よ
る

　
　

行
政
経
営
の
確
立


